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砺波信用金庫

令和元年度（平成31年4月1日～令和2年3月31日）の情報についてお知らせいたします。

令和元年度
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〔令和2年度への取組み〕 令和2年度は、貸出金の増加などに取組み、業務純益は1億41百万円、
経常利益は47百万円、当期純利益は10百万円を計画しています。
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砺波信用金庫の〈経営理念〉
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令和元年度（令和2年3月末）の預金残高は、842億
93百万円で、前年度（平成31年3月末）対比47億13百
万円、5.92％の増加となりました。流動性預金、定期性
預金ともに増加となりました。
また、貸出金残高は、395億9百万円で、前年度（平成
31年3月末）対比17億50百万円、4.24％の減少とな
りました。金融機関向け融資が増加となりましたが、一般
法人向け融資や地方公共団体への融資のほか、住宅ロー
ンなど個人向け融資が減少となりました。
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令和元年度の収益状況は、業務純損失が1億 52百
万円、経常損失が2億 63百万円、当期純損失が4億
37百万円となりました。
要因としましては、取引先企業の業況悪化や将来に

備えた厳格な自己査定により不良債権処理費用が大
幅に増加したこと及び固定資産の減損処理費用の発
生などによるものです。
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令和元年度決算報告
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（▲は業務純損失） （▲は経常損失） （▲は当期純損失）
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自己資本は経営の基盤であり、自己資本が充実し
ているほど健全性が高いといえます。
令和元年度（令和2年 3月末）における自己資本

額は 54 億 78 百万円（前年度対比 2 億 5 百万円
減少）、自己資本比率は 13．26％（前年度対比
1．22ポイント低下）となりました。
自己資本比率は、国内基準の 4％を大きく上回っ

ており、経営の健全性を維持しております。
今後も引続き自己資本の充実に努めます。
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令和元年度（令和2年 3月末）の不良債権額は、21億円（前年度対比5億 66百万円増加）で、不良債権比率は5．28％（前年度対比
1．59ポイント上昇）です。（内訳は次表のとおり）
このうち保全額は、前年度対比4億62百万円増加し、19億85百万円（内訳は、担保・保証による回収が可能と認められる金額13億
64百万円、貸倒引当金残高6億20百万円）です。この結果、保全率は94．50％（前年度対比4．81ポイント低下）となっております。
なお、このほかにいざという時に備え、経営安定化積立金12億 30百万円を別途積立てております。



令和元年度（令和2年3月末）
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平成30年度（平成31年3月末）

クールビズ、ウォームビズの実施(地球温暖化防止・環境保全への取組み)
「地域密着型金融推進計画」を公表　（令和元年度・令和2年度分）
「地域密着型金融推進計画」の進捗状況を公表　（平成30年度・令和元年上期分）
年金お客様感謝デーの実施　（年金振込日）
（一社）しんきん保証基金保証付き「マイカーローン」のキャンペーンの実施　（平成31年1月4日～令和元年9月30日　令和2年1月6日～6月30日）
（一社）しんきん保証基金保証付き「無担保住宅ローン」のキャンペーンの実施　（平成31年1月4日～令和2年3月31日）
としん特別金利定期預金「スーパープレミアム」の発売　（平成31年2月12日～4月26日　令和2年2月3日～4月30日）
給与振込キャンペーン「しんきんラッキー7キャンペーン」の実施　（平成31年3月1日～令和元年5月31日　令和2年3月1日～5月31日）
（一社）しんきん保証基金保証付き「固定金利特約型住宅ローン」のキャンペーンの実施　（平成31年4月1日～令和元年9月30日）
信用金庫業界制度商品「しんきんの医療・がん保険」の新規加入キャンペ－ンの実施　（令和元年6月1日～令和2年1月31日）
定期預金サマーキャンペーンの実施　（令和元年6月20日～8月30日）
フコクしんらい生命「しんきんらいふ終身FS＜無告知型＞」の取扱開始　（令和元年7月1日）
（株）日本政策金融公庫との協調融資商品「としん・公庫地域サポート融資　としん・公庫ビジネスバリュー」の取扱開始　（令和元年7月16日）
北陸3県の全信用金庫と連携した「合同ビジネスフェア」を開催　（令和元年9月11日）
防磁通帳ケースを導入　（令和元年9月18日）
（一社）富山県中小企業診断協会「無料経営相談会」を開催　（令和元年11月5日）
「（遺言の日）遺言・相続相談会」を開催　（令和元年11月15日）
定期預金ウィンターキャンペーンの実施　（令和元年11月18日～令和2年1月31日）
パーソルホールディングス（株）と「業務提携契約」を締結　（令和2年2月20日）
としん給振キャンペーンの実施　（令和2年3月2日～5月29日）
コロナウイルス感染症の影響拡大に対する緊急相談窓口を設置　（令和2年3月11日）

当金庫では有価証券の運用方針により、目的別に「満期保有目的の債券」と「その他有価証券」に区分し、保有しております。
令和元年度（令和2年3月末）の「満期保有目的の債券」の含み損益は、1億88百万円の含み益となりました。また、「その他有価証
券」の評価差額は、2億58百万円の評価益となりました。
当金庫では、格付けの高い有価証券の運用など、リスクの最小化に努めております。
なお、保有目的区分ごとの内訳は次のとおりです。

令和元年度（令和2年3月末）帳簿価額
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平成30年度（平成31年3月末）帳簿価額

砺波信用金庫、令和元年度における トピックス

有価証券の時価情報

高岡市戸出町4-3-28

（注） 「含み損益」及び「評価差額」は、帳簿価額（償却原価法適用後）と時価との差額を計上しております。

※当金庫は、売買目的有価証券、子会社株式及び関連会社株式の有価証券は保有しておりません。
※単位未満は切り捨て表示しています。
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